
社会の発展に貢献する特色のある高度学術研究拠点を創成することを目的として、本研究事

業の初年度においては、既存施設においてプロジェクト研究を実施することにより、「環境保全バ

イオテクノロジー」「生体センシングテクノロジー」および「人体機能コンペンセーションテクノロジー」

の新規研究課題に着手した。また、本研究プロジェクトの目標とする学術研究基盤を構築するた

めの拠点となる研究施設として、「バイオテクノロジー・リサーチ・コモン」棟を初年度において建設

した。２年度以降は、研究基盤の形成に必要な研究設備等の整備を行うとともに、環境汚染およ

び環境リスクの生物機能を活用したセンシング技術の開発と環境保全のためのバイオテクノロジ

ーの開発、人体信号の計測センサ技術の開発、人体の力学的動作機構の解析とヒトの感覚・感



性機能の解明による工学的補償技術の開発、等の研究を行ってきている。特に、清浄環境の維

持に必用な新規バイオ浄化技術を確立する研究、生体組織の電気的および機構的特性を解明

する研究、健常生活に必要な人体機能障害の電子機械的補償システムを開発する研究を実施

してきている。研究プロジェクトの最終年度である平成 25 年度においては、人間の生活環境の質

的保証と人間の健常生活に必要なバイオテクノロジーの科学技術知情報をさらに集積するととも

に、研究成果の取りまとめと公表によって自己点検し、本プロジェクトによる科学技術研究基盤形

成の達成度を評価する。本研究プロジェクトで取り上げた生物・生体工学の融合学術領域分野の

今後の展開に必要な課題の整理を行うことにしている。 
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